
東京都iCDCの創設

 東京iCDCは、感染症に関する政策立案、危機管理、調査・ 分析・評価、情報発信など、効果的な
感染症対策を一体的 に担う常設の「司令塔」として立ち上げ。

 専門家ボードによる助言を基に政策立案を行うほか、外部の関係機関と連携して共同研究、人材育
成などを計画的に推進
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＜各チームの活動①＞

疫学公衆衛生チーム 疫学調査に基づく感染リスクの分析・評価などを行う

感染症診療チーム 重症患者の症例分析等に基づく対策の検討などを行う

繁華街滞留人口やフード

コート内滞留人口、ステイ

ホーム指標などの分析結

果について都モニタリン

グ会議で報告

入院患者の症例データ

等について解析・報告す

るほか、後遺症に関する

疫学調査の実施や、抗

体カクテル療法の実施

状況分析を実施

※東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議資料抜粋

※東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議資料抜粋 １２



＜各チームの活動②＞

検査・診断チーム 検査・診断体制の充実に向けた対策の検討などを行う

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾁｰﾑ 情報発信、情報収集、調査・分析など、幅広いリスク
コミュニケーション活動について検討を行う

東京都の検査体制の現状、高齢者施設従事者への集中的検査等について検討するほか、

コロナとインフルエンザの同時流行に備えた対応の検討や都のコロナウイルスに関する検

査整備計画への助言を実施

１万人を対象にした都民意

識アンケートのほか、時節に

応じてワクチン接種に関する

アンケートを実施。noteによ

る情報発信や、メディア向け

勉強会等の開催を実施。

※東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議資料抜粋
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＜各チームの活動③＞

感染制御チーム 家庭、職場など様々な場面に応じた感染防止対策の検討

都民向け感染予防ハンドブックや自宅療養者向けハンドブックを作成し、都民へ感染対策

をわかりやすく伝えるほか、学校現場や保育所における感染対策などについても東京都

の要請に応じて監修

感染発生に対する対応力向上を図るため、高齢者施設等に対して、施設内感染が発生す

る前に感染拡大防止や感染対策事例等を踏まえた研修動画をオンライン配信

変異株の特性を踏まえた
自宅療養ハンドブックの
改訂を実施（第3版）

（R4.3.31時点）

若者向け感染予防
チェックリスト

学生寮・部活動で
集団感染を防ぐ
対策のポイント

高齢者施設・
障害者施設の
感染対策事例集

都民向け感染予防
ハンドブック
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＜各チームの活動④＞

微生物解析チーム ウイルスの伝播性・病原性・遺伝子変化などの解析等

ウイルスの伝播性・病

原性・遺伝子変異など

の解析を行うとともに、

ワクチン接種後の抗

体保有状況等の調査

を継続して実施

※令和３年11月19日プレス公表

～ワクチン2回目接種後7ケ月で抗体価は
大きく減衰している（都医学研で実施）～

※令４年４月21日プレス公表

～新型コロナウイルスワクチンの3回目接種から
4か月程度経過した方の抗体の測定結果都医学研で実施～

ワクチン３回目接種７か月後の中和抗体価 ワクチン４回目
接種後の中和抗体価

～3回目接種7ヶ月後および４回目接種後の中和抗体課の推移（都医学研で実施）～

※令和４年７月1４日プレス公表
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＜主なタスクフォースの活動①＞

新型コロナウイルスの変異種のゲノム解析等について検討

ゲノム解析の実施や

オミクロン株（BA1、

BA2、BA5等）に対応

した変異株ＰＣＲ検

査を健安研で実施

するなど都内変異株

発生状況について

把握、モニタリング

会議等で報告

ゲノム解析に関する検討ﾁｰﾑ

※東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議資料抜粋

※BA.2系統に対応したPCR検査の開始
※BA.５系統、BA.2.12.1に対応した

PCR検査の開始
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＜主なタスクフォースの活動②＞

換気が困難な室内における
感染対策タスクフォース

換気が困難な居室や店舗等における、感染対策等に

ついて検討及び都民等に対する情報提供を実施

換気が困難な居室や店

舗等において、新型コロ

ナウイルスの感染リスク

を低減できる機器を設置

する際の参考となる情報

を提供。

また、換気の重要性や対

策について、モニタリン

グ会議やＳＮＳ（ｎｏｔｅ）で

広く情報提供を実施

★機械換気の例 ～個別分散空調～ 

 

★機械換気の例 ～中央式空調～※１ 

 

※note(iCDC)より抜粋 １７



＜主なタスクフォースの活動③＞

後遺症タスクフォース
新型コロナウイルス感染症の後遺症に関する知見の分析・共有、

都民に向けた後遺症の情報発信に関して検討

後遺症に関する症例デー
タ等の分析・共有を行うと
ともに、都民に向けた後遺
症の情報発信（後遺症リー
フレットを作成、公表）

※東京都新型コロナウイルス感染症モニタリング会議資料抜粋

～コロナ後遺症相談窓口相談データ分析～

～都立・公社病院外来受診患者データ分析～ ～後遺症リーフレット～
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社会における感染症危機管理

情報の共有化、連携・協力、支援、リスクコミュニ
ケーションなどに関するネットワーク構築が必要

感染症はすべての壁を越える

個人や施設・分野を超えた、社会全体の危機

平時からヒューマンネットワークを構築し、
総合的なマネジメントを実践することが
最も効果ある ヒューマンワクチン
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東日本大震災における東北大学
チームのMission 

東北大学大学院医学系研究科 感染制御・検査診断学
感染症診療地域連携講座
臨床微生物解析治療学

東北大学病院 検査部
感染管理室

統括 ： 賀来満夫、平潟洋一、國島広之、徳田浩一、北川美穂

大学病院診療支援チーム ： 矢野寿一、山田充啓、青柳哲史、石橋令臣、 猪股真也

地域診療支援チーム ： 八田益充、遠藤史郎、具 芳明、 金森 肇、新井和明

検査支援チーム ： 長沢光章、阿部裕子、勝見真琴、藤巻慎一

“ 病院における感染症診療支援 ”

＆ “ 地域における感染症対策支援 ”

“総合的な感染症マネジメント”
すべてのキーはHuman Network

人と人との連携協力が一番のワクチン


